
富
山
大
学
か
ら
の
派
遣
で
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
隔
週
木

曜
日
の
午
後
、
う
さ
か
寮
診
療
所
に
て
診
察
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
小
野
看
護
師
と
と
も
に
、
て
ん
か
ん
発
作
、
要

治
療
の
行
動
障
害
に
対
す
る
薬
物
療
法
や
、
各
種
の
書
類
作
成

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

行
動
障
害
は
、
く
す
り
で
簡
単
に
解
決
す
る
場
合
は
む
し
ろ

少
な
く
、
多
く
の
量
や
種
類
の
く
す
り
が
や
む
を
得
ず
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
く
す
り
は
日
進
月
歩
の
勢
い
で

開
発
さ
れ
て
お
り
、
最
近
は
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
有
効
な

も
の
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
作
用
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
方
に
対
し
て
も
、
作
用
の
穏
や
か
な
、
副
作

用
の
出
に
く
い
も
の
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
質
を
改
善

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
出
て
き
ま
し
た
。
向
精
神
薬
の

副
作
用
と
し
て
は
、
便
秘
、
錐
体
外
路
症
状
（
ふ
る
え
、
小
刻

み
歩
行
、
体
の
硬
さ
等
）、
日
中
の
眠
気
、
立
ち
く
ら
み
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
安
楽
に
過
ご
せ
る
よ
う
、日
々

内
容
を
見
直
し
、
調
整
に
努
め
て
い
ま
す
。

抗
て
ん
か
ん
薬
は
、
使
用
の
難
し
い
薬
剤
に
分
類
さ
れ
、
使

用
法
を
誤
る
と
思
わ
ぬ
副
作
用
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
年
に
２
回
の
血
中
濃
度
採
血
を
行
い
、
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

精
神
遅
滞
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
患
者
さ
ん
は
、

不
都
合
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
診
療

は
ご
家
族
、
看
護
師
・
支
援
職
員
な
ど
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

注
意
深
い
観
察
、
適
切
な
報
告
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

報
告
を
聞
い
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
が
利
用
者
の
方
々
を
細
や
か
に
、

愛
情
深
い
目
で
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
感
銘
を

受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
環
境
調
整
へ
の
積
極
的
な
工
夫
、

ご
尽
力
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
小
さ
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
何
で
も
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

診
療
所
よ
り
ご
あ
い
さ
つ

（
Ｈ
27・
５・
16
〜
Ｈ
27・８・
25
）敬
称
略

私
事
で
は
あ
る
が
、
つ
い
先
日
57
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
年
齢
を
重
ね
た

せ
い
な
の
か
、
最
近
、
園
の
創
生
期
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。

利
用
者
の
親
御
さ
ん
た
ち
は
ご
存
じ

だ
と
思
う
が
、
当
園
に
は
、「
平
湯
山

の
家
」
と
呼
ば
れ
る
利
用
者
の
た
め
の

温
泉
付
き
合
宿
所
が
あ
る
。
所
在
地
は
、

岐
阜
県
高
山
市
奥
飛
騨
温
泉
郷
一
重
ヶ

根
で
、
富
山
か
ら
二
時
間
程
の
新
平
湯

温
泉
街
の
は
ず
れ
に
位
置
す
る
。

実
は
こ
の
「
平
湯
山
の
家
」
の
誕
生

に
は
、
小
さ
な
歴
史
と
父
の
夢
が
あ
っ

た
の
だ
。
昭
和
45
年
小
学
生
だ
っ
た
私

は
、
父
と
伊
豆
旅
行
に
出
か
け
た
。
そ

の
帰
路
に
立
ち
寄
っ
た
の
が
、
新
平
湯

温
泉
街
に
あ
る
一
軒
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
だ
っ
た
。
そ
の
ス
タ
ン
ド
の
主
人

と
父
と
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
会
話
が

な
さ
れ
た
の
か
は
子
供
だ
っ
た
私
に
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
お
お
ら
か
な

性
格
の
父
は
、
そ
の
後
、
な
け
な
し
の

貯
金
を
は
た
い
て
、
昭
和
47
年
こ
の
地

に
三
百
坪
の
土
地
を
買
い
求
め
、
さ
ら

に
翌
年
に
は
、
や
っ
と
温
泉
の
権
利
を

手
に
入
れ
、
二
十
坪
程
の
別
荘
を
建
て
、

白
樺
の
木
を
植
え
た
。
自
分
の
夢
が
か

な
い
ま
す
よ
う
に
と
　
　
。こ
れ
が「
平

湯
山
の
家
」
の
旧
館
の
誕
生
で
あ
る
。

そ
の
後
、　
清
水
基
金
の
助
成
を
受

け
て
、
昭
和
60
年
に
建
坪
三
十
坪
程
の

二
階
建
「
平
湯
山
の
家
」
新
館
が
完
成

し
た
。

今
で
こ
そ
、
自
閉
症
の
人
た
ち
は
旅

館
で
宿
泊
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

当
初
は
、
宿
泊
訓
練
の
場
と
し
て
開
設

さ
れ
た
「
平
湯
山
の
家
」
の
誕
生
秘
話

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　（
匡
記
）

（
Ｈ
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５・
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〜
Ｈ
27・９・３
）敬
称
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口
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夫
 

富
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華
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生
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水
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夏
 

富
山
市
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雄
　
太
 

高
岡
市
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一
 

富
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中
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映
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石
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夫
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山
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之
 

富
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装
 

富
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村
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定
広
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究
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行
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也

 

小
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陸
電
力
㈱ 

研
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セ
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沼
田
　
浩
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人

コ
ー
シ
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・
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ン
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ッ
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㈱

 

安
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睦

富
山
福
祉
短
期
大
学
 

山
本
　
二
郎

㈱
ユ
ニ
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ン
ラ
ン
チ
 

長
澤
　
行
範

富
山
県
厚
生
部
障
害
福
祉
課
 

中
村
真
由
美

社
労
士
成
年
後
見
セ
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タ
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富
山
 

明
野
　
孝
史

明
野
社
会
保
険
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事
務
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 明

野
　
弘
美

宮
間
社
会
保
険
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務
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事
務
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 宮

間
　
章
嘉

社
会
福
祉
法
人 

富
山
県
社
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福
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協
議
会
 

 

萬
治
喜
久
雄

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

千
谷
　
　
武

北
陸
電
力
㈱
富
山
支
店

 

中
島
　
忍
　
佐
伯
　
和
哉

一
般
財
団
法
人 

北
陸
電
気
保
安
協
会 

富
山
支
店
 

 

岡
田
　
勝
弘
　
大
貫
　
裕
三

北
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
 

 
河
原
　
修
　
松
谷
　
悟
　
荒
井
　
健
人

福
沢
屋
醤
油
合
資
会
社
 

久
世
　
基

日
本
事
務
器
㈱
　
金
沢
営
業
所

 

木
田
　
雅
章
　
小
川
　
華
代

（
富
山
大
学
附
属
病
院
　
神
経
精
神
科
　
医
師
　
樋
口
悠
子
）

（
Ｈ
27・
４・
30
〜
Ｈ
27・８・
６
）敬
称
略

後
援
会
振
込
口
座
番
号
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陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140

　
普
通
預
金
４
２
５
０
５
９
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め
ひ
の
野
園
後
援
会

　（
福
）
富
山
県
共
同
募
金
会
か

ら
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
や
ね
の

う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ
に
新
し
く
「
パ

ン
焼
成
用
電
気
オ
ー
ブ
ン
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
オ
ー
ブ
ン
は
、
機
能
も

充
実
し
て
お
り
、
よ
り
質
の
高
い

商
品
作
り
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
利
用
者
、
職
員
共
々
、

さ
ら
に
パ
ン
作
り
に
喜
び
と
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
く
こ
と
が

出
来
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
事
業
完
了
の
報
告
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ

「
パ
ン
焼
成
用
電
気
オ
ー
ブ
ン
」

の
整
備
完
了

一
、総
事
業
費
　
２
，８
２
４
，２
０
０
円

一
、助
成
金
額
　
２
，０
０
０
，０
０
０
円新しく整備された「パン焼成用電気オーブン」

高
　
木
　
由
紀
美
 

射
水
市

番
　
定
　
信
　
弘
 

富
山
市

古
　
石
　
富
美
子
 

射
水
市

石
　
坂
　
圭
　
祐
 

中
新
川
郡

寺
　
脇
　
　
　
裕
 

富
山
市

ご
う
ひ
と
え
が

（福）

ね

（1）　第105号　平成27年9月17日 第105号　平成27年9月17日 　（8）



ウ
ォ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
や
ぶ
な
み
で
は
、

最
近
新
し
い
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
ニ
ラ
の
選
別
作
業
で
す
。
ニ
ラ
と

言
っ
て
も
、
た
だ
の
ニ
ラ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。富

山
県
で
は
、
新
し
い
特
産
品
と
し
て
、

「
ア
ル
ギ
ッ
ト
ニ
ラ
」
の
生
産
に
力
が
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
め
ひ
の
野
園
近
隣
の
池

多
地
域
で
も
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

て
、
規
模
が
拡
大
し
、
生
産
量
が
増
え
て

き
た
こ
と
か
ら
、
め
ひ
の
野
園
に
選
別
作

業
の
依
頼
が
来
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
作
業
が
、
少
し
で
も
地
域
の
方
々

の
役
に
立
て
ば
」
と
い
う
思
い
で
依
頼
を
引
き
受

け
、
現
在
、
週
に
３
日
の
選
別
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

作
業
は
、
農
家
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
ア
ル
ギ
ッ

ト
ニ
ラ
を
選
別
し
、
１
０
５
ｇ
ず
つ
束
ね
て
い
く

と
い
う
内
容
で
す
。
午
後
に
は
市
場
に
出
荷
す
る

た
め
、
午
前
中
の
う
ち
に
作
業
を
仕
上
げ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
ウ
ォ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
や
ぶ
な
み

利
用
者
と
職
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
見
せ
所
で
、

一
丸
と
な
っ
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
を
始
め
て
か
ら
、「
地
域
に
貢
献
す

る
こ
と
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
こ
と
」、「
利
用
者
の
出
来
る
こ
と
を
仕
事
に
つ

な
げ
る
こ
と
」
等
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
に
貢
献

で
き
る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今回の職員

作業センターふじなみ前に建てられた「めひの自閉症地域
生活支援センター」

「アルギットニラ」の選別作業。根気よく取り組んでいます。

4年生から6年生の小学生が、当園の体育館で練習しました。

「
自
分
た
ち
の
作
業
を

地
域
に
役
立
て
た
い
！
」

和
太
鼓
の
楽
し
さ
を

伝
え
た
い

私
た
ち
の
出
来
る
事
を
地
域
の
た
め
に
①

地
域
の
特
産
「
ア
ル
ギ
ッ
ト
ニ
ラ
」
選
別
作
業

地域と
ともに③

め
ひ
の
自
閉
症
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
新
築

「
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

地域と
ともに①

め
ひ
の
野
園
が
誇
る
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル

「
喜
楽
太
鼓
」。
こ
れ
ま
で
、
め
ひ
の
野
園

で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
園

以
外
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
演
奏
し
て

き
ま
し
た
。

７
月
に
、
富
山
市
八
ケ
山
に
あ
る
学
童

保
育
「
ど
ん
ぐ
り
山
学
童
ク
ラ
ブ
」
か
ら
、

和
太
鼓
指
導
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

運
動
会
で
、
学
童
児
に
よ
る
和
太
鼓
演

奏
を
披
露
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
に

向
け
て
、
８
月
の
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時

か
ら
５
時
ま
で
の
練
習
が
始
ま
り
ま
し

た
。

和
太
鼓
教
室
に
参
加
し
た
の
は
９
名
の

小
学
生
。「
喜
楽
太
鼓
」
の
山
橋
支
援
員

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

「
和
太
鼓
を
教
え
る
こ
と
で
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
広
ま
れ
ば
い
い

と
思
う
。
和
太
鼓
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

楽
し
さ
も
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
山
橋
支

援
員
。「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
こ
と
を
地

域
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
山
橋
支
援
員

の
意
欲
が
み
ち
あ
ふ
れ
、
い
き
い
き
と
し

た
小
学
生
の
姿
が
体
育
館
に
広
が
り
ま
し

た
。

私
た
ち
の
出
来
る
事
を
地
域
の
た
め
に
②

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
和
太
鼓
教
室

地域と
ともに④

８
月
23
日
（
日
）、「
ふ
る
さ
と
富
山
美
化
大

作
戦
」
と
題
し
て
、
富
山
市
全
域
で
道
路
・
歩

道
等
の
美
化
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
め

ひ
の
野
園
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
金
草
寮
」
の
利

用
者
さ
ん
は
、「
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
、
花
の
木
地
区
の
美
化

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
　

午
前
７
時
30
分
か
ら
作
業
が
始
ま
り
、
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
、
道
路
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶

や
吸
い
殻
等
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
き
ま
し
た
。

花
の
木
地
区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
美
化
活
動

が
年
に
３
回
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
て
、
い
つ
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
交
流

の
お
か
げ
か
、
普
段
か
ら
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
中
に
は
野
菜
を
分
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い

た
り
し
て
、
地
域
と
の
温
か
い
つ
な
が
り
を
感
じ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
し
、

地
域
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
草
寮
、地
域
ク
リ
ー
ン

作
戦
に
参
加

地域と
ともに②

「
障
が
い
の
あ
る
方
の
中
に
は
、
自
分
の

思
い
を
う
ま
く
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
方
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
『
声
に
な

ら
な
い
声
』
に
耳
を
傾
け
、
地
域
生
活
を

支
え
て
い
き
た
い
。」
と
話
す
赤
壁
由
貴
支

援
員
。
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
聞
き
入
れ
、
そ

れ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
相
談
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
、
そ
の
家

族
の
思
い
に
応
え
、
地
域
で
支
え
て
い
く

仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

め
ひ
の
野
園
で
は
平
成
26
年
10
月
か
ら

相
談
支
援
事
業
が
開
始
さ
れ
、
今
年
８
月

に
、「
め
ひ
の
自
閉
症
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
保
護

者
の
思
い
を
聞
き
入
れ
、
そ
の
人
格
を
尊

重
し
、
心
身
の
状
況
や
置
か
れ
て
い
る
環

境
に
応
じ
て
、
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生

活
、
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
相
談
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
声
に
な
ら
な
い
声
」
に

耳
を
傾
け
た
い
！

ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
の
天
然
海
藻
「
ア
ル
ギ
ッ
ト
」

を
は
じ
め
、
有
機
質
肥
料
、
天
然
粘
土
を
使
っ

て
土
づ
く
り
を
し
、
露
地
栽
培
で
作
ら
れ
る
ニ

ラ
が
「
ア
ル
ギ
ッ
ト
ニ
ラ
」
で
す
。

富
山
の
新
し
い
特
産
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
特
長
は
、
葉
先
ま
で
ハ
リ
が
あ
り
、

色
鮮
や
か
。
食
感
が
よ
く
、
ニ
ラ
な
ら
で
は
の

美
味
し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。

ア
ル
ギ
ッ
ト
ニ
ラ
と
は
？

地域とともに
歩む

障がいのある方が、地域で安心して暮らしてい
けるように、そして、自分たちの出来る事を地域に
役立て、地域とともに手を取り合って歩んでいける
ように、めひの野園では様々な取り組みが行われ
ています。

利用者、ご家族のさまざまな思いをお聞きし、望まれる
生活の実現を目指して、一緒に考え、歩んでいきます。

・難しいかもしれないけど、就
職したい。

・苦手な人がいて困っている。
・ひとりで外出できないので困
っている。

・ひとり暮らしがしたい。

・本人の物をかたづけたくて
も、触るとパニックになっ
てかたづけられない。

・本人の予定に合わせていると
仕事が探せない。

・本人のしたいこと、好きなこ
とが親でもわからない。

利用者のニーズ 保護者のニーズ

地域の方と一緒に、町内のゴミ
拾い活動を行いました。

めひの

音楽好きの職員、利用者が集まり、余暇活動
の充実を図って、現在７名で活動しています。週
１回の練習を行い、老人施設の納涼祭、ハー
ティとやま、華街道くれは祭り等、様々なイベン

トで演奏しています。
11月3日（火）は、め
ひの野園「りんどう祭
」で演奏します。日頃
の練習の成果をぜひ
お聞きください。

和太鼓サークル「喜楽太鼓」

2014年度りんどう祭での演奏
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ま
し
た
。
そ
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は
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の
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で
す
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ラ
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ま
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山
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で
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新
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、
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の
生
産
に
力
が
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
め
ひ
の
野
園
近
隣
の
池

多
地
域
で
も
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

て
、
規
模
が
拡
大
し
、
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が
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て
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こ
と
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、
め
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野
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に
選
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作
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の
依
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が
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で
も
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の
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で
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現
在
、
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に
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日
の
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す
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を
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、
１
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５
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束
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て
い
く

と
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う
内
容
で
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。
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後
に
は
市
場
に
出
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す
る

た
め
、
午
前
中
の
う
ち
に
作
業
を
仕
上
げ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
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ウ
ォ
ー
ム
・
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や
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み
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と
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の
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の
見
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所
で
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と
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を
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す
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こ
の
作
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を
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ら
、「
地
域
に
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す

る
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と
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は
も
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ろ
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新
し
い
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に
挑
戦
す

る
こ
と
」、「
利
用
者
の
出
来
る
こ
と
を
仕
事
に
つ
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げ
る
こ
と
」
等
、
多
く
の
メ
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ッ
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が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
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り
ま
し
た
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今
後
も
地
域
に
貢
献

で
き
る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今回の職員

作業センターふじなみ前に建てられた「めひの自閉症地域
生活支援センター」

「アルギットニラ」の選別作業。根気よく取り組んでいます。

4年生から6年生の小学生が、当園の体育館で練習しました。

「
自
分
た
ち
の
作
業
を

地
域
に
役
立
て
た
い
！
」

和
太
鼓
の
楽
し
さ
を

伝
え
た
い

私
た
ち
の
出
来
る
事
を
地
域
の
た
め
に
①

地
域
の
特
産
「
ア
ル
ギ
ッ
ト
ニ
ラ
」
選
別
作
業

地域と
ともに③

め
ひ
の
自
閉
症
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
新
築

「
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

地域と
ともに①

め
ひ
の
野
園
が
誇
る
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル

「
喜
楽
太
鼓
」。
こ
れ
ま
で
、
め
ひ
の
野
園

で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
園

以
外
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
演
奏
し
て

き
ま
し
た
。

７
月
に
、
富
山
市
八
ケ
山
に
あ
る
学
童

保
育
「
ど
ん
ぐ
り
山
学
童
ク
ラ
ブ
」
か
ら
、

和
太
鼓
指
導
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

運
動
会
で
、
学
童
児
に
よ
る
和
太
鼓
演

奏
を
披
露
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
に

向
け
て
、
８
月
の
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時

か
ら
５
時
ま
で
の
練
習
が
始
ま
り
ま
し

た
。

和
太
鼓
教
室
に
参
加
し
た
の
は
９
名
の

小
学
生
。「
喜
楽
太
鼓
」
の
山
橋
支
援
員

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

「
和
太
鼓
を
教
え
る
こ
と
で
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
が
広
ま
れ
ば
い
い

と
思
う
。
和
太
鼓
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

楽
し
さ
も
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
山
橋
支

援
員
。「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
こ
と
を
地

域
に
活
か
し
た
い
」
と
い
う
山
橋
支
援
員

の
意
欲
が
み
ち
あ
ふ
れ
、
い
き
い
き
と
し

た
小
学
生
の
姿
が
体
育
館
に
広
が
り
ま
し

た
。

私
た
ち
の
出
来
る
事
を
地
域
の
た
め
に
②

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
和
太
鼓
教
室

地域と
ともに④

８
月
23
日
（
日
）、「
ふ
る
さ
と
富
山
美
化
大

作
戦
」
と
題
し
て
、
富
山
市
全
域
で
道
路
・
歩

道
等
の
美
化
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
め

ひ
の
野
園
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
金
草
寮
」
の
利

用
者
さ
ん
は
、「
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
、
花
の
木
地
区
の
美
化

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
　

午
前
７
時
30
分
か
ら
作
業
が
始
ま
り
、
地
域

の
方
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と
一
緒
に
、
道
路
に
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ち
て
い
る
空
き
缶

や
吸
い
殻
等
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
き
ま
し
た
。

花
の
木
地
区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
美
化
活
動

が
年
に
３
回
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
て
、
い
つ
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
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よ
う
な
地
域
交
流

の
お
か
げ
か
、
普
段
か
ら
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
中
に
は
野
菜
を
分
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い

た
り
し
て
、
地
域
と
の
温
か
い
つ
な
が
り
を
感
じ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
し
、

地
域
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
草
寮
、地
域
ク
リ
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ン

作
戦
に
参
加

地域と
ともに②

「
障
が
い
の
あ
る
方
の
中
に
は
、
自
分
の

思
い
を
う
ま
く
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
方
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
『
声
に
な

ら
な
い
声
』
に
耳
を
傾
け
、
地
域
生
活
を

支
え
て
い
き
た
い
。」
と
話
す
赤
壁
由
貴
支

援
員
。
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
聞
き
入
れ
、
そ

れ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
相
談
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
、
そ
の
家

族
の
思
い
に
応
え
、
地
域
で
支
え
て
い
く

仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

め
ひ
の
野
園
で
は
平
成
26
年
10
月
か
ら

相
談
支
援
事
業
が
開
始
さ
れ
、
今
年
８
月

に
、「
め
ひ
の
自
閉
症
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
保
護

者
の
思
い
を
聞
き
入
れ
、
そ
の
人
格
を
尊

重
し
、
心
身
の
状
況
や
置
か
れ
て
い
る
環

境
に
応
じ
て
、
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生

活
、
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
相
談
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
声
に
な
ら
な
い
声
」
に

耳
を
傾
け
た
い
！

ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
の
天
然
海
藻
「
ア
ル
ギ
ッ
ト
」

を
は
じ
め
、
有
機
質
肥
料
、
天
然
粘
土
を
使
っ

て
土
づ
く
り
を
し
、
露
地
栽
培
で
作
ら
れ
る
ニ

ラ
が
「
ア
ル
ギ
ッ
ト
ニ
ラ
」
で
す
。

富
山
の
新
し
い
特
産
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
特
長
は
、
葉
先
ま
で
ハ
リ
が
あ
り
、

色
鮮
や
か
。
食
感
が
よ
く
、
ニ
ラ
な
ら
で
は
の

美
味
し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。

ア
ル
ギ
ッ
ト
ニ
ラ
と
は
？

地域とともに
歩む

障がいのある方が、地域で安心して暮らしてい
けるように、そして、自分たちの出来る事を地域に
役立て、地域とともに手を取り合って歩んでいける
ように、めひの野園では様々な取り組みが行われ
ています。

利用者、ご家族のさまざまな思いをお聞きし、望まれる
生活の実現を目指して、一緒に考え、歩んでいきます。

・難しいかもしれないけど、就
職したい。

・苦手な人がいて困っている。
・ひとりで外出できないので困
っている。

・ひとり暮らしがしたい。

・本人の物をかたづけたくて
も、触るとパニックになっ
てかたづけられない。

・本人の予定に合わせていると
仕事が探せない。

・本人のしたいこと、好きなこ
とが親でもわからない。

利用者のニーズ 保護者のニーズ

地域の方と一緒に、町内のゴミ
拾い活動を行いました。

めひの

音楽好きの職員、利用者が集まり、余暇活動
の充実を図って、現在７名で活動しています。週
１回の練習を行い、老人施設の納涼祭、ハー
ティとやま、華街道くれは祭り等、様々なイベン

トで演奏しています。
11月3日（火）は、め
ひの野園「りんどう祭
」で演奏します。日頃
の練習の成果をぜひ
お聞きください。

和太鼓サークル「喜楽太鼓」

2014年度りんどう祭での演奏
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私
が
管
楽
器
（
ホ
ル
ン
）
を
吹
い
て
二
十
年
が
経
つ
。
良
い

音
色
を
求
め
、十
数
年
間
個
人
レッ
ス
ン
を
受
け
続
け
て
い
る
。

レ
ッ
ス
ン
は
苦
悩
の
連
続
で
、
一つ
を
治
す
と
違
う
箇
所
が
悪

く
な
り
、出
来
た
こ
と
も
翌
日
に
は
出
来
な
く
な
って
し
ま
い
、

よ
く
注
意
さ
れ
た
。
技
術
が
不
安
定
で
、
良
い
音
を
鳴
ら
せ

る
日
と
鳴
ら
せ
な
い
日
の
差
が
激
し
い
。
何
百
人
と
指
導
を

行
っ
て
き
た
先
生
が
、「
こ
ん
な
理
解
不
能
な
奴
に
出
会
っ
た

こ
と
が
無
い
」
と
、
頭
を
抱
え
ら
れ
て
い
た
。

２
年
前
か
ら
、
身
体
に
異
変
が
出
始
め
、
息
を
吐
く
と
む

せ
返
り
、
視
界
が
ぼ
や
け
音
符
が
重
な
っ
て
読
め
な
く
な
り
、

と
う
と
う
音
が
全
く
出
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
日
常
生
活
に

も
異
変
が
表
れ
、
体
力
が
急
激
に
な
く
な
って
いっ
た
。
原
因

が
わ
か
ら
な
い
恐
怖
や
不
安
を
、
誰
に
も
理
解
し
て
も
ら
え

ず
、
悩
み
苦
し
ん
だ
。

２
０
１
３
年
秋
、
私
は
重
症
筋
無
力
症
と
診
断
さ
れ
た
。

全
身
の
筋
力
低
下
を
特
徴
と
し
た
自
己
免
疫
疾
患
だ
。
技

術
が
不
安
定
だ
っ
た
の
は
病
気
が
原
因
だ
っ
た
。
難
病
を
発

症
し
た
悲
し
さ
よ
り
、
原
因
が
分
か
っ
た
嬉
し
さ
で
、
と
て

も
安
堵
し
た
。
治
療
を
始
め
て
か
ら
は
症
状
に
合
っ
た
吹
き

方
を
習
い
、
技
術
が
安
定
し
た
。
辛
い
時
期
が
長
か
っ
た
が
、

今
は
前
以
上
に
楽
し
め
て
い
る
。

難
病
に
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
利
用
者
が
様
々
な
障

が
い
を
抱
え
て
も
明
る
く
生
き
る
姿
を
見
て
、
何
度
も
励
ま

さ
れ
た
。
障
が
い
は
不
便
だ
け
ど
、
不
幸
で
は
な
い
。
障
が
い

が
あ
っ
て
も
幸
せ
に
な
れ
る
。
多
く
の
人
に
当
事
者
の
想
い
を

伝
え
、
支
援
に
繋
げ
た
い
。
そ
れ
は
「
当
事
者
で
あ
り
支
援

者
で
も
あ
る
」
私
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
だ
ろ
う
。
私
は
難

病
を
強
み
に
変
え
て
人
生
を
充
実
さ
せ
た
い
。

梨の木苑　生活支援員
黒川　実香

めひの野園職員の
雑感コーナー

　
岐
阜
県
高
山
市
奥
飛
騨
温
泉

郷
の
平
湯
温
泉
は
、
奥
飛
騨
の

中
で
も
最
も
古
く
、
歴
史
の
あ

る
温
泉
で
す
。
ま
た
、
海
抜
１
，

２
５
０
ｍ
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
避
暑
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、
め
ひ
の
野
園
の

通
称
「
平
湯
山
の
家
」
が
あ
り
、

利
用
者
の
合
宿
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
も
作
業
セ
ン
タ
ー

ふ
じ
な
み
、
ウ
ォ
ー
ム
・
ワ
ー
ク

や
ぶ
な
み
の
皆
さ
ん
が
一
泊
二
日

の
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
自
然
の
中
で
露
天
風
呂
に

入
り
、
仲
間
と
共
に
過
ご
す
生

活
体
験
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
、

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
て

い
ま
す
。

奥
飛
騨
温
泉
郷
で
、

大
自
然
と
温
泉
を
満
喫
！

　
今
年
は
、
平
湯
山
の
家
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

山
の
家
自
慢
の
露
天
風
呂
に
設

置
さ
れ
て
い
る
、
目
隠
し
の
板

塀
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
古

く
な
り
、
汚
れ
が
目
立
っ
て
い
た

板
塀
が
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
気
持
ち

よ
く
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
手
狭
で
、

大
人
数
で
訪
れ
る
と
靴
が
並
べ

き
れ
な
く
な
っ
て
い
た
玄
関
周
り

が
新
し
く
な
り
、
広
く
使
い
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
合
宿

に
参
加
し
た
利
用
者
か
ら
は
、

「
玄
関
が
き
れ
い
で
広
く
な
っ
た

の
で
、
と
て
も
使
い
や
す
く
て

快
適
で
し
た
。
ま
た
平
湯
山
の

家
に
行
き
た
い
で
す
。」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
平
湯
山
の
家
」が

快
適
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ウォーム・ワークやぶなみの皆さん、山の家でスイカを食べ、夏を満喫！

広く使いやすくなった玄関周辺。

露天風呂周りの目隠し板が新しくなりました。

　作業センターふじなみ、ウォーム・ワークやぶ
なみ利用者の皆さん、ちょっぴりリニューアルし
た「平湯山の家」で夏合宿です。豊かな自然の中
で楽しい夏の思い出が出来ました！

夏 !合宿
平湯山の家でめ

ひ
の
野
園
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
店
を
紹
介
し
ま
す
！

婦中編

食堂 nogi
〒939-2708　富山市婦中町島本郷10-10 1F
納品物　しいたけ、卵、野菜

スーパーフレック
〒939-2606　富山市婦中町長沢4585-1
納品物　野菜、鉢花など

　「美味しく　楽しく　食べて　笑う」をコンセプ
トにした、野菜がたっぷり食べられるお店です。ま
じめな生産者さんと、心ある消費者さんをつなげ
る場所になれるように只今努力中！
　めひの野園のしいたけは肉厚でとても美味し
いです！リピートして買って行かれるお客様も多
いです。　　　　　　

食品スーパーマーケットのフレックです。
地域密着型ミニスーパーとして、地域のお客
様に喜んでいただけるように、従業員全員
が日々努力しています。
ただ単に商品を販売するだけでなく、人と
人のつながりを大切にし、食からの栄養と私
たちの笑顔からの栄養で、ビタミンいっぱい
の幸せをお届けします。

野菜、鉢花を見ていると、日々手間ひ
まをかけて育てておられるのがよくわか
ります。
新鮮で立派な野菜はお客様に評判で

「値段も安く、無農薬にこだわって育てて
いるので、安心して購入できる」と喜ん
でいただいています。

めひのコーナーを設けています

店長　西境　隆志さん

店長　ヨシサキ　メグミさん
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。

レ
ッ
ス
ン
は
苦
悩
の
連
続
で
、
一つ
を
治
す
と
違
う
箇
所
が
悪

く
な
り
、出
来
た
こ
と
も
翌
日
に
は
出
来
な
く
な
って
し
ま
い
、
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不
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を
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私
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お
店
を
紹
介
し
ま
す
！

婦中編

食堂 nogi
〒939-2708　富山市婦中町島本郷10-10 1F
納品物　しいたけ、卵、野菜

スーパーフレック
〒939-2606　富山市婦中町長沢4585-1
納品物　野菜、鉢花など
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店長　西境　隆志さん

店長　ヨシサキ　メグミさん
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やねのうえのガチョウの
新ランチが好評です

　いつものランチにこの夏限定の新メニュ
ーが登場して１か月。情報誌にも掲載される
など、多くの方々から注目を集めています。
　シェフのイチオシはサルサチキン（写真右
上）で、手作りのサルサソースはレモンの酸
味と香辛料が効いていてさっぱり！辛さが苦
手な方でも美味しく召し上がって頂けます。

鶏肉の皮のパリッとした食感とジューシーなソース、シンプルなフォカッチャの組み合
わせは、出来立てが食べられるランチじゃないと味わえません。
　夏限定メニューのサルサチキンとカプレーゼは９月末まで継続予定。なお、ニース風
サラダサンドは今後定番ランチとして残りますので、季節を問わずご賞味ください。

みしまの工房の
手仕事！

　みしまの工房では、日々利用者の皆さんの得意な事を生
かして素敵な作品を生み出しています。はたおり班では、糸
を段染めにして織ったり、直線では物足りず、円形のはたお
りも始めたりと、色々挑戦しています。
　手芸班では、刺繍や刺し子で大きなタペストリーから布
巾まで何でも縫っています。改めて利用者さんの秘めてい
る才能に驚かされる毎日です。

横糸にたくさんの色が入り、
カラフルなチェック模様にな
りました。

おすすめのサルサチキンサンド

利用者さんがはまってしまっ
た円形の機織り。モチーフと
していろいろ使えそうです。

６か月かけて作られた大作の
タペストリー。
一針一針ていねいに縫いました。

６
月
27
日
に
行
わ
れ
た
全
国
社
会
福
祉
軟
式
野
球
大

会
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
、め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
勝
利

し
、全
国
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

た
か
が
、社
会
福
祉
軟
式
野
球
と
思
う
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、参
加
選
手
の
中
に
は
、甲
子
園
球
場
や
神
宮
球

場
で
活
躍
し
た
名
選
手
も
い
て
、結
構
レ
ベ
ル
が
高
い
。（
実
際
に

１
４
０
キ
ロ
以
上
の
速
球
を
投
げ
込
む
投
手
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
る
。）

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
決
勝
戦
で
は
、相
手
チ
ー
ム
の
選
手
が
う

ち
の
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
か
ら
レ
フ
ト
ス
タ
ン
ド
に
本
塁
打
を
叩
き

込
ん
だ
。（
軟
式
野
球
で
両
翼
98
メ
ー
ト
ル
の
ス
タ
ン
ド
に
本
塁
打

を
打
つ
の
は
、並
の
バ
ッ
タ
ー
で
は
で
き
な
い
。）

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
順
風
満
帆
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、こ

こ
数
年
は
全
国
大
会
出
場
ど
こ
ろ
か
、北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
の
一
回

戦
で
敗
退
と
い
う
現
実
だ
っ
た
。理
由
は
相
手
チ
ー
ム
の
ほ
う
が

強
か
っ
た
か
ら
。そ
れ
以
外
の
理
由
は
何
も
な
い
。そ
の
過
去
の
現

実
を
克
服
し
て
這
い
上
が
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、今
回
勝
利
で
き

た
の
だ
と
思
う
。

今
回
の
勝
利
は
チ
ー
ム
全
員
の
良
い
所
が
発
揮
で
き
た
か
ら
だ

と
思
っ
て
い
る
。活
躍
し
た
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、試
合
に
出
て
い
な

い
選
手
も
、そ
し
て
、野
球
部
が
安
心
し
て
試
合
が
で
き
る
よ
う

に
福
祉
業
務
を
し
て
い
る
職
員
も
、す
べ
て
の
人
の
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
の
勝
利
。初
め
て
全
国
大
会
の
出
場
が
決
ま
っ
た
時
も

嬉
し
か
っ
た
が
、今
回
も
そ
れ
に
引
け
を
取
ら
な
い
く
ら
い
嬉
し

か
っ
た
。

こ
の
時
代
に
、こ
ん
な
に
も
野
球
が
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

る
理
由
は
、そ
こ
で
戦
う
す
べ
て
の
人
た
ち
が
魂
を
込
め
た
熱
い

戦
い
を
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
う
。

だ
か
ら
野
球
は
素
晴
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
　
室
　
賢
一
）

コラム

＋α

　
ウ
ォ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
や
ぶ
な
み
裏
に
あ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
中
の
め
ひ
の
野
園
野

球
部
を
直
撃
し
た
。全
国
大
会
に
向
け
て
猛

特
訓
中
だ
そ
う
で
あ
る
。大
会
が
近
い
た

め
、練
習
内
容
は
非
公
開
で
あ
っ
た
が
、奥

田
亮
介
主
将（
や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ
職

業
指
導
員
）は
、「
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

の
は
、協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お

か
げ
。感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、勝
利
を

目
指
し
て
野
球
部
員
一
同
全
力
を
尽
く
し

て
頑
張
っ
て
き
ま
す
！
」と
の
力
強
い
コ
メ

ン
ト
に
、勝
利
へ
の
意
欲
が
表
れ
て
い
た
。

め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、６
月

27
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
全
国
福

祉
軟
式
野
球
大
会
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

予
選
大
会
に
勝
利
し
、北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
、９
月
29

日（
火
）〜
10
月
１
日（
木
）に
石
川

県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
る
第
33
回

全
国
社
会
福
祉
軟
式
野
球
大
会
金

沢
大
会
に
出
場
す
る
。

め
ひ
の
野
園
野
球
部
の
全
国
大

会
出
場
は
、４
年
振
り
７
回
目
。

勤
務
後
の
時
間
を
使
い
、

練
習
に
励
む
め
ひ
の
野

園
ナ
イ
ン
。全
国
大
会
決

勝
は
10
月
１
日
。「
そ
れ

ま
で
俺
た
ち
の
熱
い
夏

は
終
わ
ら
な
い
！
」

めひのスポーツめひのスポーツ

夏はまだ終わらない！夏はまだ終わらない！

全国福祉軟式野球大会北陸予選試合結果

め
ひ
の

め
ひ
の

全
国
制
覇

全
国
制
覇特訓中
！

特
訓
中
！ へへ

野球部野球部

１回戦　めひの野園　対　＠home若葉（石川）
 1 2 3 4 5 6 計

＠home若葉 0 0 0 0 0 0 0

めひの野園 2 0 1 0 1 × 4

決勝戦　めひの野園　対　セーナー苑（富山）
 1 2 3 4 5 6 7 計

めひの野園 1 2 0 0 3 1 1 8

セーナー苑 0 0 0 0 0 2 0 2
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富
山
大
学
か
ら
の
派
遣
で
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
隔
週
木

曜
日
の
午
後
、
う
さ
か
寮
診
療
所
に
て
診
察
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
小
野
看
護
師
と
と
も
に
、
て
ん
か
ん
発
作
、
要

治
療
の
行
動
障
害
に
対
す
る
薬
物
療
法
や
、
各
種
の
書
類
作
成

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

行
動
障
害
は
、
く
す
り
で
簡
単
に
解
決
す
る
場
合
は
む
し
ろ

少
な
く
、
多
く
の
量
や
種
類
の
く
す
り
が
や
む
を
得
ず
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
く
す
り
は
日
進
月
歩
の
勢
い
で

開
発
さ
れ
て
お
り
、
最
近
は
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
有
効
な

も
の
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
作
用
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
方
に
対
し
て
も
、
作
用
の
穏
や
か
な
、
副
作

用
の
出
に
く
い
も
の
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
質
を
改
善

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
出
て
き
ま
し
た
。
向
精
神
薬
の

副
作
用
と
し
て
は
、
便
秘
、
錐
体
外
路
症
状
（
ふ
る
え
、
小
刻

み
歩
行
、
体
の
硬
さ
等
）、
日
中
の
眠
気
、
立
ち
く
ら
み
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
安
楽
に
過
ご
せ
る
よ
う
、日
々

内
容
を
見
直
し
、
調
整
に
努
め
て
い
ま
す
。

抗
て
ん
か
ん
薬
は
、
使
用
の
難
し
い
薬
剤
に
分
類
さ
れ
、
使

用
法
を
誤
る
と
思
わ
ぬ
副
作
用
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
年
に
２
回
の
血
中
濃
度
採
血
を
行
い
、
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

精
神
遅
滞
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
患
者
さ
ん
は
、

不
都
合
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
診
療

は
ご
家
族
、
看
護
師
・
支
援
職
員
な
ど
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

注
意
深
い
観
察
、
適
切
な
報
告
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

報
告
を
聞
い
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
が
利
用
者
の
方
々
を
細
や
か
に
、

愛
情
深
い
目
で
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
感
銘
を

受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
環
境
調
整
へ
の
積
極
的
な
工
夫
、

ご
尽
力
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
小
さ
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
何
で
も
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

診
療
所
よ
り
ご
あ
い
さ
つ

（
Ｈ
27・
５・
16
〜
Ｈ
27・８・
25
）敬
称
略

私
事
で
は
あ
る
が
、
つ
い
先
日
57
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
年
齢
を
重
ね
た

せ
い
な
の
か
、
最
近
、
園
の
創
生
期
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。

利
用
者
の
親
御
さ
ん
た
ち
は
ご
存
じ

だ
と
思
う
が
、
当
園
に
は
、「
平
湯
山

の
家
」
と
呼
ば
れ
る
利
用
者
の
た
め
の

温
泉
付
き
合
宿
所
が
あ
る
。
所
在
地
は
、

岐
阜
県
高
山
市
奥
飛
騨
温
泉
郷
一
重
ヶ

根
で
、
富
山
か
ら
二
時
間
程
の
新
平
湯

温
泉
街
の
は
ず
れ
に
位
置
す
る
。

実
は
こ
の
「
平
湯
山
の
家
」
の
誕
生

に
は
、
小
さ
な
歴
史
と
父
の
夢
が
あ
っ

た
の
だ
。
昭
和
45
年
小
学
生
だ
っ
た
私

は
、
父
と
伊
豆
旅
行
に
出
か
け
た
。
そ

の
帰
路
に
立
ち
寄
っ
た
の
が
、
新
平
湯

温
泉
街
に
あ
る
一
軒
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
だ
っ
た
。
そ
の
ス
タ
ン
ド
の
主
人

と
父
と
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
会
話
が

な
さ
れ
た
の
か
は
子
供
だ
っ
た
私
に
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
お
お
ら
か
な

性
格
の
父
は
、
そ
の
後
、
な
け
な
し
の

貯
金
を
は
た
い
て
、
昭
和
47
年
こ
の
地

に
三
百
坪
の
土
地
を
買
い
求
め
、
さ
ら

に
翌
年
に
は
、
や
っ
と
温
泉
の
権
利
を

手
に
入
れ
、
二
十
坪
程
の
別
荘
を
建
て
、

白
樺
の
木
を
植
え
た
。
自
分
の
夢
が
か

な
い
ま
す
よ
う
に
と
　
　
。こ
れ
が「
平

湯
山
の
家
」
の
旧
館
の
誕
生
で
あ
る
。

そ
の
後
、　
清
水
基
金
の
助
成
を
受

け
て
、
昭
和
60
年
に
建
坪
三
十
坪
程
の

二
階
建
「
平
湯
山
の
家
」
新
館
が
完
成

し
た
。

今
で
こ
そ
、
自
閉
症
の
人
た
ち
は
旅

館
で
宿
泊
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

当
初
は
、
宿
泊
訓
練
の
場
と
し
て
開
設

さ
れ
た
「
平
湯
山
の
家
」
の
誕
生
秘
話

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　（
匡
記
）
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め
ひ
の
野
園
後
援
会

　（
福
）
富
山
県
共
同
募
金
会
か

ら
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
や
ね
の

う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ
に
新
し
く
「
パ

ン
焼
成
用
電
気
オ
ー
ブ
ン
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
オ
ー
ブ
ン
は
、
機
能
も

充
実
し
て
お
り
、
よ
り
質
の
高
い

商
品
作
り
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
利
用
者
、
職
員
共
々
、

さ
ら
に
パ
ン
作
り
に
喜
び
と
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
く
こ
と
が

出
来
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
事
業
完
了
の
報
告
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ

「
パ
ン
焼
成
用
電
気
オ
ー
ブ
ン
」

の
整
備
完
了

一
、総
事
業
費
　
２
，８
２
４
，２
０
０
円

一
、助
成
金
額
　
２
，０
０
０
，０
０
０
円新しく整備された「パン焼成用電気オーブン」
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ご
う
ひ
と
え
が

（福）

ね
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